
 

参考 

 

令和２年以降の調査基準の見直しについて 

 

（１）見直しの趣旨 

 団体旅行から個人旅行へのシフトなど、観光のスタイルが大きく変化していることから、

アンケート調査を活用して観光客のより正確な動向を把握し、数値に反映させる。 

 

（２）見直しの内容 

 現基準 見直し後（新基準） 

観光入込客数 主な観光関連施設における入

込客数の合計値(延べ人数) 

延べ人数を府アンケート調査で把握した

平均訪問地点数で除した値（実人数） 

観光消費額 主な観光関連施設における消

費額の合計値 

観光入込客数に府アンケート調査で把握

した１人当たり消費額を乗じた値 

   

（３）令和元年の調査結果における現基準と新基準の比較 
                          （万人）            （億円） 

  

観光入込客数 観光消費額 

現基準 

(A) 

新基準 

(B) 
B/A 

現基準 

(A) 

新基準 

(B) 
B/A 

京都市 5,352  5,352  1.00  12,367  12,367  1.00  

京都市以外 3,439  2,078  0.60  658  909  1.38  

  

竹の里・乙訓エリア 233  158  0.68  8  30  3.75  

お茶の京都エリア 1,328  804  0.61  223  223  1.00  

森の京都エリア 1,024  571  0.56  185  201  1.09  

海の京都エリア 854  545  0.64  242  455  1.88  

合計 8,791  7,430  0.85  13,025  13,276  1.02  

 ※ 全体合計と一致させるため、海・森の双方に参画する福知山市と綾部市は、森の京都エリアのみに計上 

 ※ 京都市分は京都市報告値を使用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


